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＜連絡事項＞

· 本日13：30～15：00、50周年記念祝賀会用部署プレゼンテーション作成説明あり。

（参加者：下舘SGM、山田TOL）
· 本日17：30～看護グループ内研修あり。対象：６年以上勤務のケアワーカー

· 法人防災・被災訓練の第１陣の、災害時職員行動シミュレーションの日時変更あり。

9/28（月）14時から9/30（水）14時に変更。
◇実施内容
想定：三陸沖　震度６弱の地震設定　
 　 　①患者・利用者の安全確保：避難誘導
②患者・利用者の安否確認
③出火防止（コンセントを抜く）
④初期消火　
⑤職員の安否確認（防災委員により実施）
⑥災害組織編制の把握

※今回のシミュレーションには青陽館は参加しないが、次回より参加予定。
· 10/3（土）青陽館にて若年層認知症サロン実施予定。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

· 我満　奈津紀様～家賃分にあてたお金を銀行に振り込んだが、そのお金から電話料金が先に引き落

とされており、家賃を払うお金がないと青明舎スタッフに相談されている。青明舎スタッフのアドバイスもあり、本人から大家に説明し、家賃の支払いを１ヶ月引き伸ばしてもらっている。

　　　　　　　　　　⇒来月、家賃を2ヶ月分払う事になる為、「お金がきつい」と本人訴える可能性

がある。本人の話を傾聴し、関係機関へ情報提供していく。

· 駒木　学　　様～前回の青明舎訪問日に「用事がある」と訪問を拒否している。次回10/1訪問日

予定。

9/23デイケア利用時｢何か不安を感じる。頭がボヤ―っとする｣｢普通の頭痛の痛みとは違うんだよ。テレビから人の声が聞こえてくるみたいに電波する。いつも左のおでこに痛みがある｣と話され、処方変更と診察を希望あり。外来担当医よりゆっくり休んで様子を見るように指示あり。

9/25デイケア利用時本人へ体調確認を行うと「祝日は休まないと駄目ですね。でも今日は大丈夫です」と話されている。

　　　　　　　　　　⇒引き続き、体調について確認し、様子観察していく。

· 川口　八寿子様～早朝覚醒に関して、4時半に起きる時もあるが、覚醒後に再入眠出来ることもあ

るとの事。眠剤を以前の処方のように減らして欲しいとスタッフに話されているが、早朝覚醒があるならば変更せずに様子を見るよう説明している。

· 赤坂　順市　様～食事内容のチェックを継続して実施しているが、１食に２～３人前の量を摂取し

ていたり、間食の量が目立っている。金銭管理も食費への浪費が目立っているため、合わせて指摘してるが、本人笑ってごまかしており改善はみられない。再度、食事量を減らすよう、また、運動を行うよう説明している。

⇒今後も、食事ノートを確認し、食生活について本人と振り返りを行っていく。

· 其田　淑子　様～本人、パンションを利用する事で、どれくらいの出費があるのか、また、パンシ

ョン利用によりデイナイトケア通所が大変になる事を心配しており、通所スタ

ッフや他メンバーに相談している。

⇒様々な人の話を聞いて、本人が混乱しないよう、パンションについての相談

は青明舎スタッフにするよう本人へ説明していく。統一した対応を行ってい

く。

＜デイナイトケア事例検討＞

長瀬　紘一郎様（66）　統合失調症・食道狭窄　　通所開始後7年5ヶ月　出席率90～100％

治療計画　食道狭窄については食べ方の工夫でゆっくりと摂取する。関係機関と連携を密にしながら改善に向けて個別ケアを行っていく。集団生活の中で疎外感を感じる場合はサポートする。

検討内容　今後の対応

現状
· 食道狭窄については、時折、芋や魚等で詰まらせる事あるが、自分で対処することが出来ており、大きなトラブルとなることはない。

· 「青明舎のスタッフにもうデイナイトケアに行かなくてもいいから、仕事をしないかと誘われた」等、現実と異なる事を話すことが時折ある。

· 金銭管理については、現在自分で行っており、買い物をする時はお母様の了承を得てから買い物をしている。

· 採血結果、血糖値181mg/dlあり、食事を確認すると朝、夕１Lの牛乳を１本ずつ摂取していると話す為、200ｍｌのみ摂取するよう説明している。

· 本人へ近づくと衣類が生渇きしたような臭いがすることあり、洗濯状況を確認すると「ヘルパーと一緒に洗濯をやっている。ヘルパーから大丈夫だと言われる」と話す。

今後の対応
青明舎を通しヘルパーから情報を得る為、青明舎に本人の洗濯状況など確認していく。

＜利用者様情報＞

· 荒木地　和弥様～プログラムの疾病教室で、統合失調症になっていくプロセスについて説明して

いると、途中から「プロセスについて気になるのでこの場から離れたい」と話

され、ストレス緩和プログラムに参加される。その後不調を訴える事はない。

⇒引き続き、本人の様子を観察し関係機関へ情報提供していく。

· 高橋　百壽　様～11:50「朝食後薬飲み忘れたから今飲みました」と報告されている。

· 今野　容子　様～先週、体調不良にてデイナイトケアを欠席している。現在、車椅子を使用して移

動しているが、筋力低下防止の為、松葉杖を注文していると青風荘より情報提供あり。

⇒来所時は体調に注意しながら観察を行い、ふらつきによる転倒に注意する。

· 其田　淑子　様～運動療法時「足が痛いから運動できない」と話される。上半身のみでも動かして

体操するよう促すと応じられている。

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～金銭的なことか不安になり、何もやりたくないことがあるとのこと。1日1,000

円で生活していくとのこと。

· 田中　一　　様～週の後半になると血圧の値が高くなるとのこと。１度に200ｇのキムチを１パッ

ク摂取する事があるとのことで、担当医より味噌汁を半分のお湯で薄める等し

て薄味に慣れていく必要があることを説明している。










